
共生社会の創出をめざして 
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3. 利他共生の思想史的考察 
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韓国のソーシャルワーク実践事例の分析を通して－ 
第 3 部 社会福祉制度をめぐる政策上の論点 
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14. 「ともに生きる社会」の認識危機としての排除 
15. わが国における児童虐待の認識と行政対応に関する考察 
16. 保育・教職課程と「福祉マインド」 
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21. 人間成長と社会発展を繋ぐ共生のリーダーシップ開発の要件 
22. 現代マーケティングにおける共生とケアについて 

 ―共生とケアを基盤としたマーケティングを求めて― 
23. アクティブラーニングとしてのフィールドワーク 

―丸の内ビジネス街を舞台とした歴史調査実習― 
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